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図 3 サークルオブラーニングの図 

 

SAFER の特徴は医師、看護師、救急救命士といった医療従事者のための救

急医療のスキルトレーニングができるだけでなく、他のシミュレーションセ

ンターにはない救急車 1 台がそのままシミュレーショントレーニングルーム

になっており、病院前救急医療や救急要請の際のディスパッチの訓練も可能

である。 

ここでの救急救命士の訓練は 4 名を 1 チームとして、それを最大４チームまで同

時に訓練することが可能である。その際のインストラクターの役割と比率だが、まず

全体の質を管理するオペレーターが 1 名、全体の運営を管理する救急救命士のフ

ァシリテーターが１名、それに普段は救急隊をしている教育的立場のインストラクタ

ーが 3 名以上となっている。しかしながら実際にこの比率で教育をしても手が行き

届かないのが現状であるとのことである。 

 

施 設 

床面積 120 ㎡の広さがあり、ここには大まかにスタッフの仕事部屋が 3部

屋、会議室が 1 部屋ある他、シミュレーショントレーニング施設としては講

義室が 1 部屋、病院内シミュレーションルームが 6 部屋、それに対するシミ

ュレーションコントロールルームが 2 部屋、ディスパッチ訓練ルームが 1 部

屋、救急車内シミュレーションルームとそのコントロールルームが一緒にな

ったものが 1台ある（図 4）。 

シミュレーションセンターにはどの部屋にもカメラが設置されており、行

なった観察、処置などの行動を逐一録画されている。それをどの部屋にもあ

るプロジェクターですぐにフィードバックが可能なシステムになっている。 
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図 4 SAFER 施設見取り図 

 

 

図 5 講義室 

 

 

 

施設概要 

この講義室は約 60 名収容可能な部屋であり、写真のように大きなスクリーン

がある。ほとんどのシミュレーション教育のコースの初めはこちらの講義室で

の講義から始まる。 

 

【院内シミュレーションルーム】  

図 6 手術室のシミュレーションルーム 

 

 こちらは手術室のシミュレーションルーム 

である。壁面は手術室の様子を絵にしたもので

ある。人形は全ての部屋にレールダル株式会社

製の SIM MAN が配置されていた。この部屋では 

SIM MAN で実施可能な、胸腔穿刺や輪状甲状間

膜切開 

などの治療資器材が置かれ、訓練可能になっていた。また心電図や血圧等の

モニター類、またレントゲンや CT、MRI はプロジェクターを使用し、壁に映写

することが可能となっている。どの部屋にも必ずプロジェクターとスクリーン

院内シミュレーションルーム 講義室 

コントロールルーム 救急車シミュレーションルーム 

ディスパッチ訓練ルーム 
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が付いており、実施した手技やシミュレーションに対してすぐにフィードバッ

クができる環境が整っていた。 

 

 

 

図 7 産科救急シミュレーションルーム 

 

 このシミュレーションルームでは妊婦の

人形があり、産婦人科を想定したシミュレー

ショントレーニングが可能である。 

 

小児科救急シミュレーションルーム 

 

図 8 小児科救急シミュレーションルーム 1 

 

  

図 9 小児科救急シミュレーションルーム 2 

 

 このシミュレーションルームでは乳児の人形が

あり、小児科を想定したシミュレーショントレー

ニングが可能である。 

 

 

図 10 ナーシングケアシミュレーションルーム 
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病棟をイメージした作りになっており、ここでは看護師を対象としたナー

シングケアをシミュレーショントレーニングすることが可能である。 

 

 

【院外シミュレーションルーム】 

 

 

図 11 ディスパッチトレーニングルーム 

 

 ここでは救急要請がかかった際の

トリアージや口頭指導などを訓練す

るための部屋であり、日本でいうと

ころの消防本部の指令センターの訓

練にあたる。多くのシミュレーショ

ンセンターではインホスピタルトレ

ーニングがメインであるのに対し

て、この SAFER ではディスパッチの

トレーニングや次に紹介する救急車内でのトレーニングなど、救急隊員向けの

トレーニング施設が多くある。ここはイメージしやすくするためカーテンを閉

め、後でビデオによるフィードバックを行うそうである。 

 

 

 

図 12 救急車車内トレーニングルーム 1 

  
図 13 救急車車内トレーニングルーム 2 

 

 

 SAFERには1台の壁に半分埋まっている救急車車内トレーニングルームが

存在する。このシミュレーションシステムは他のシミュレーションセンターで

は見たことがない。このシミュレーショントレーニングを行なう際は救急車の

前にあるプロジェクターを使い、事故のイメージ映像を放映してからシミュレ




